
平成 27年度　地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（COC+）

40

富山大学

富山全域の連携が生み出す地方創生 未来の地域リーダー育成－

参加自治体 富山県，富山市，高岡市，魚津市，氷見市，滑川市，黒部市，砺波市，小矢部市，
南砺市，射水市，舟橋村，上市町，立山町，入善町，朝日町（計１６機関）

事業の概要・目的

（事業協働地域の人口動態）
富山県の人口は，1998年の1,126千人をピーク
に減少傾向にあり，国より約10年も早く人口減少が
始まっています。
富山県と他都道府県との人口移動を年齢層別で
見ると，「15-19 歳」「20-24 歳」で転出超過が続
いており，特に「20-24 歳」女性の転出超過数が
大きくなっています。

（若年層の地元定着に向けて）
本事業は，富山県全体を事業協働地域と捉え，
県と県内全15市町村，県内の企業，金融機関，地
域メディア，地域住民と連携して実施しているもの
です。この連携を基に，地域に求められる人材「未
来の地域リーダー」を育成するために，キャリア形成
教育や地域ニーズを反映する柔軟な教育プログラ
ムをカリキュラムに取り入れ，富山の自然や文化，
産業，地方公共団体の取組などを学ぶ実践的科
目を新たに開講するなど，質の高い教育を提供し
ます。また，地元定着を促すために県内就職セミ
ナーや県内企業訪問，新たなインターンシップの開
発などを実施し，地域就職アドバイザーを中心とし
て，県内企業への就職マッチングも行います。

（雇用創出に向けた取組）
各参加校が地元企業をパートナーとして，多数の
共同研究を積極的に行っています。今後も引き続
き，富山県内の高等教育機関，地方公共団体，企
業との密接な連携の下，各参加校の強み・特色を
活かした多様な研究シーズと企業ニーズのマッチン
グにより，地元富山から新たなイノベーションを創出
することで雇用創出を図ります。
また，各参加校の地域と協働した地域課題解決
への取組による雇用創出も目指します。

（役割分担）
 参加校：地域志向科目等の開講，企業と連携し
たインターンシップ，キャリア形成教育等。

 参加自治体：地域課題解決プラットフォームの
各会議への参加，地域志向科目等の講師派遣，
インターンシップの受入れ等。

 参加企業等：地域課題解決プラットフォームの
会議への参加，地域志向科目等の講師派遣，
インターンシップの受入れ等。

参加校 富山県立大学（COC校） ，富山国際大学（COC校），富山短期大学，
富山福祉短期大学，富山高等専門学校

数値目標
基礎指標

（平成26年度）
進捗状況

（平成27年度）
目標値

（平成31年度）

事業協働地域就職率 54.8% 53.8% 64.8%

就職者増に占める事業
協働機関雇用創出数

0人 0人 23人

事業協働機関へのイン
ターンシップ参加者数

651 人 687人 716人

参加企業 富山県商工会議所連合会，富山県機電工業会，ＹＫＫ，インテック，北陸銀行，
富山銀行，富山第一銀行，北日本新聞社，富山新聞社，読売新聞，富山テレビ（計１１機関）

カリキュラムマップ

（定村さんからのリーフレット
（青）画像貼付）

ＣＯＣ＋での教育カリキュラム改革

（構築される教育プログラムの特徴）
本事業では，教育改革により教養教育科目と専門教
育科目の一部を3つの地域科目群に体系化しました。こ
れらの科目から所定の単位を修得した学生には，「地域
課題解決型人材育成プログラム修了証」を授与し，「未
来の地域リーダー」の称号を付与します。平成27年度に
おいては，学内に地域科目開発専門会議を設置し，必
要な関係規則の整備を行いました。本事業により新たに
開講する授業科目は，大学コンソーシアム富山を介して
共通の授業科目として参加校に展開・共有していきます。

（養成される人材（卒業後の学生のイメージ））
「地域コミュニティー・マインド」を持った人材の育成と

いう地域ニーズに応えるため，4年ないし6年のカリキュラ
ムを通じて，地域を理解し課題の解決ができる次の能力
を備えた人材を「未来の地域リーダー」として輩出してい
きます。
・地域資源の保全と新たな魅力の創造のため，地域を
愛し自ら課題を発見し解決できる者
・既成産業の再生と新たな産業の創成のため個性と
創造力を有して自らをデザインできる者
・確かな学力とともに，地域の多様な人々と意思を
疎通し，強調した行動を率先してできる者

富山県

数値目標
基礎指標

（平成26年度）
進捗状況

（平成27年度）
目標値

（平成31年度）

事業恊働地域就職率 54.8％ 53.8％ 64.8％

就職者増に占める事業
恊働機関雇用創出数

0人 0人 7人

事業恊働機関へのイン
ターンシップ参加者数

651人 687人 716人
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県内企業には，日本全国はもとより，海外

にも展開しているグローバルな企業に加

え，付加価値の高い技術を有する企業が

多くあります。富山の歴史，文化，産業な

どを学び，インターンシップを含めた実践

的な職業教育を通して広い視野と志を持

った「未来の地域リーダー」として県内企

業に就職され，地元富山の創生に大きく

貢献されることを期待しています。

富山大学
地域連携推進機構
地域連携戦略室
室長

金岡 省吾

事業協働地域にある高等教育機関，地

方公共団体，企業，地域住民等が連携

する全体のスキーム「地域課題解決プラ

ットフォーム」を構築しました。この構成員

それぞれが信頼で結ばれる「信頼の循環」

により，地方創生に結びつく未来の地域リ

ーダーになり得る学生を育て，地（知）の

拠点として地域に貢献することを目指して

います。

写真 富山県
知事

石井 隆一

写真

富山県商工会議所
連合会
会長

髙木 繁雄

県内の高等教育機関が，企業等や地方

公共団体と一体となり，卒業者の県内就

職率10ポイントアップを目標に掲げて取り

組むCOC+事業は，富山県の活性化に資

するものと大いに期待しています。県とし

ても，平成27年度に策定した「とやま未来

創生戦略」の下，この目標の達成に向け

て「富山全域の連携が生み出す地方創

生」に共に取り組んでまいります。

事
業
の
概
要

各
機
関
の
連
携
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金沢大学

⾦沢・加賀・能登で地域思考型教育による夢と志を持つ⼈材養成

参加自治体 石川県，金沢市・七尾市・小松市・輪島市・珠洲市・加賀市・羽咋市・かほく市・
白山市・能美市・野々市市・川北町・津幡町・内灘町・志賀町・宝達志水町・
中能登町・穴水町・能登町（県内全19市町）

事業の概要・目的

（事業協働地域の人口動態）
石川県の総人口は，2005年国勢調査以降，減少

が続いています。これは，2005年に死亡数が出生
数を上回ったことに加え，近年は，転出超過が続い
ていることに起因しています。とりわけ，20～24歳に
おいては，大幅な転出超過が見られます。このため，
石川県及び県内の全市町と連携して，若者の地元
定着を中心とした転出超過の解消に向けた取り組み
を実施します。

（若年層の地元定着に向けて）
学生が人生において石川県に住む動機付けに焦

点を当て，学生自身が石川県で生きていく意義につ
いて考えや思いを巡らせ結論を出すプロセス（思考）
を重視した「地域思考型教育」を実施します。これに
より，学生を，地域で「夢」と「志」を抱き，生き抜く意
欲と決意を持った，地域の活性化や国際化において
主要な役割を担う人材として育成し，地域に定着す
る学生を増やすことを目指します。

（雇用創出に向けた取組）
インターンシップ受け入れ企業を大幅に拡充するこ

とで，地域企業の採用力強化を目指すとともに，石
川県内で起業を目指す学生への支援を充実させま
す。また，「いしかわ創生戦略研究所」を設置し，課
題解決に対する助言だけでなく，具体的な解決策の
提案と実施，地方創生を客観的に評価する指標の
設定，さらには地域企業に対するコンサルティングを
通して，地域の戦略的な活性化を促します。

（役割分担）
参加校は，COC採択校である金沢大学及び金沢

工業大学とともに，事業全般に協力して取り組みま
す。
地方公共団体は，地域企業の情報収集に努める

とともに，本事業の趣旨について住民，地域内企業，
団体の理解を促進します。
参加企業等は，共創インターンシッププログラムの

受入れ先として学生教育に参画し，学生の地域定
着に欠かすことのできない雇用拡大に努めます。

ＣＯＣ＋での教育カリキュラム改革

（構築される教育プログラムの特徴）
最初に，MOOC教材「地域創生概論」により地方創生の

意義・必要性，いしかわの文化・産業・生活への理解を深
めることにより，学生が誇りを持って魅力ある地域を作る
志を醸成します。次に，「共創インターンシップ」により，石
川県内の産業や企業について広く知るとともに，キャリア
デザイン教育の一環として，学生がこの地域に住み働く意
義を自ら考える機会を提供します。また，ベンチャービジ
ネスの創出を促す環境「innova×emotion（イノバエモー
ション）」の構築により，「夢」を叶える場を提供します。

（養成される人材（卒業後の学生のイメージ））
「地域資源を活用して新たな価値を生み出し，雇用創

出や生活向上に活かすことのできる人材」，「地域の課題
を発見し，課題解決に繋がる行動を起こすことのできる人
材」，「国際化や高齢化など，社会の変化を受入れ，多
様な文化的価値を発展・継承することのできる人材」を養
成します。これらの人材が石川県に定着し，新規需要の
創出に重点を置いた新製品開発，地域資源（農水産品，
伝統工芸品，里山・里海等）の徹底した活用，グローバル
化に対応できる基盤強化，地域産業の多重化・多軸化を
進めるための地域の強みを生かした次世代産業の育成を
牽引し，いしかわ創生の実現を目指します。

参加校 金沢工業大学（COC校），石川県立看護大学，石川県立大学，金沢星稜大学，
北陸大学，金沢学院大学，金城大学

数値目標
基礎指標

（平成26年度）
進捗状況

（平成27年度）
目標値

（平成31年度）

事業協働地域就職率 34.2％ 31.4％ 44.2％

就職者増に占める事業
協働機関雇用創出数

0人 0人 50人

事業協働機関へのイン
ターンシップ参加者数

61人 61人 140人

参加企業等 株式会社北陸銀行，株式会社北國銀行，株式会社小松製作所粟津工場，
株式会社PFU，大学コンソーシアム石川，石川県産業創出支援機構，社会福祉法人佛子園等

学年 1 2 3 4

地
域
思
考
型
教
育

ICT教材

共創
インター
ンシップ

Innova-
emotion

ライフ・キャリア・デザインの形成
価値観ノート配布、勉強会

地域創生概論

企業インターンシップ

起業塾（6か月）

地域インターンシップ

数値目標
基礎指標

（平成26年度）
進捗状況

（平成27年度）
目標値

（平成31年度）

事業恊働地域就職率 34.2％ 31.4％ 44.2％

就職者増に占める事業
恊働機関雇用創出数

0人 0人 50人

事業恊働機関へのイン
ターンシップ参加者数

61人 61人 140人
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わが国が直面する未曾有の人口急減・超

高齢化。地域がそれぞれの特徴を活かし

自律的で持続可能な社会の実現を果たす

には，若者から高齢者に至るすべての住民

が何らかの役割を果たしていくことが重要。

全国有数の総合大学である金沢大学を中

心に県内各大学が結束し地域のあり方を

考える時，必ず新しい道が開けるものと若

者の活躍を期待する次第です。

金沢大学
人間社会学域
・地域創造学類 ３年

梶間 周一朗

この事業は，学生が実際に課題を抱える

地域で活動することで，学生と地域に新し

い化学反応を起こす可能性を持っていま

す。私は林業の維持活性化について学ん

でいますが，その第一歩は，やはり実際に

現場に行くことです。同様に，地方創生に

おいても，地域でその実態や可能性を知

ることが最初の一歩であり，この事業をき

っかけにそれが実現されると信じています。

社会福祉法人佛子園
理事長

雄谷 良成

事
業
の
概
要

各
機
関
の
連
携

石川県
知事

谷本 正憲

石川県は，全国的に見ても高等教育機

関の集積が高く，県内はもとより県外から

も多くの学生が進学しています。県ではこ

の強みを活かし，各大学や県内市町，本

県企業と協力してインターンシップの強化

や，若手社員と大学生との交流会による

企業の魅力発信など様々な取り組みを行

い，県内就業率を向上させ石川の活力

向上につなげていきたいと考えています。
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福井大学

地域創生の担い手を育み活気あるふくいを創造する５大学連携事業

参加自治体 福井県

事業の概要・目的

（事業協働地域の人口動態）
福井県は、人口８０万人弱の県です。全国よりも５

年早く減少傾向が進みました。福井県の社会減（転
出超過）の大きな特徴としては、大学進学・就職時
の１５～２４歳の県外への転出が大きいことがあげら
れます。福井県は地元企業の魅力発信に努め、県
内の高等教育機関も自治体や産業界等と密に連携
して卒業生の地元定着を図る取組を行っています。

（若年層の地元定着に向けて）
県内大学への進学率向上の取組の一つとして平

成２８年１０月にサテライトキャンパスにて福井県内５
大学合同の進学説明会を実施します。また、福井県
には優れた技術と商品を有し、世界的なシェアを持
つ企業が多数存在します。それらの企業の魅力を学
ぶ機会を増やすことで特色人材育成にも力を入れ、
地域ニーズにも応えられる学びのカタチを創っていま
す。この新しい”学び”を後押しする取組が「ふくい地
域創生士」の認定制度です。この認定にチャレンジ
することは地域に関心を持ち、その学びのプロセスに
おいて地域特有の課題を見いだし、課題解決のノウ
ハウを習得することにあります。

（雇用創出に向けた取組）
参加する各大学の強みを活かし、大学・自治体・

企業等が連携し、地域・企業等の活性化・業績拡大
により、雇用を創出します。また、インターンシップの
強化・拡充を通して、受け入れた企業が県内大学生
の資質・能力をこれまで以上に理解することにより、
雇用を拡大させることに取組んでいます。平成２７年
度には、福井県内への定着及び雇用創出に向け５
大学が連携し、３部会１０ワーキンググループを設置
することにより検討体制を整備しました。

（役割分担）
〇参加校：特色人材の育成に向けた５大学協働によ
る教育カリキュラム改革を実施し地域志向科目の共
同開講に取組みます。
〇参加自治体：地域志向科目のサテライトキャンパ
ス開講に向けて教室を無償提供するとともに若者の
地元定着に向けて事業全体に協力します。
〇参加企業等：インターンシップの拡充及びふくい地
域創生士認定に協力します。共同研究、共同開講
科目への講師派遣、特色人材育成の取組を後押し
します。

ＣＯＣ＋での教育カリキュラム改革

（構築される教育プログラムの特徴）
本事業ではCOC事業の地域志向教育を県内の全大学に

拡大するため、サテライトキャンパスを福井県の協力により
整備し、COC＋参加大学と協働して地域志向科目を開講
しました。地域志向・課題解決力の育成と高度専門職業人
として地域への定着を増やす方策として、「ふくい地域創生
士」認定制度を設けています。サテライトキャンパスでの、
平成２８年度前期の履修者数はのべ５４０名でした。従来の
県内大学間の単位互換者数に比べ約100倍増の高い実
績が得られました。

（養成される人材（卒業後の学生のイメージ））
「ふくい地域創生士」の認定プロセスに取組むことは、基

礎学力と専門知識を活かしきる力を備え、多様なグローバ
ルおよびローカルな課題を解決できるマインドの醸成に繋が
ります。認定制度に取組むことで「前に踏み出す力（アク
ション）」を備え、課題を見つけ出し解決への努力を行うこと
で「考え抜く力（シンキング）」を習得し、これらを合同で行う
ことにより卒業後社会に出て必要とされる「チームで働く力
（チームワーク）」も身に付けることが出来ます。”ふくい”を
フィールドとして学んだ学生が、近い将来それぞれの地域
で多くの人たちと集い・融合し、地域あるいは活気ある日本
を創造する担い手となっていくことが期待されます。

参加校 福井県立大学、福井工業大学、仁愛大学、敦賀市立看護大学

地図

数値目標
基礎指標

（平成26年度）
進捗状況

（平成27年度）
目標値

（平成31年度）

事業協働地域就職率 47.7 49.6 57.7

就職者増に占める事業
協働機関雇用創出数

0 88 （※） 85

事業協働機関へのイン
ターンシップ参加者数

312 371 712

参加企業 福井県商工会議所連合会、福井県経営者協会、福井経済同友会、
福井県医師会、福井県看護協会、福井まちなかNPO

カリキュラムマップ

※ 事業開始年度にOB・OGが在籍しない事業所に新規に就職した人数

数値目標
基礎指標

（平成26年度）
進捗状況

（平成27年度）
目標値

（平成31年度）

事業恊働地域就職率 47.7％ 49.6％ 57.7％

就職者増に占める事業
恊働機関雇用創出数

0人 88人（※） 85人

事業恊働機関へのイン
ターンシップ参加者数

312人 371人 712人
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写真

地域創生のカギは人材育成にかかってい

ます。地域活性化や企業発展への課題

を見つけ、解決につなげる能力を持つ学

生の育成を、産業界は強く求めています。

地域、大学、行政が一体となった取組み

が必要ですが、産業界も学生のインター

ンシップや地域産業への理解促進等に主

体的に関わり、地域で活躍できる人材の

育成に真剣に取組みたいと考えます。

事業概要図

連携図

福井大学
工学部・材料開発工学科

矢田朋之

Fスクエアでの授業の良さは、各大学の優

秀な教員に直接師事することができる点

だと思います。大学生活は短いため、直

接会うことのできる教員の数はどうしても

限られてしまいます。しかし、Fスクエアで

の授業ならば、今まで関わったことのない

各大学の教員と触れ合うことができ、かつ

直接指導を受けることができます。学問に

対する理解を深めて行きたいと思います。

写真 福井県
知事

西川一誠

写真 福井県経営者協会
会長

山崎幸雄

福井国体の開催や北陸新幹線の開業を

間近に控え、幸福度日本一と評される

本県がさらに飛躍するには、若者の力が

重要です。県では、本年４月、学生が地

域や企業の魅力を学び、交流できる共通

キャンパス「大学連携センター」を福井駅

前に整備しました。センターを拠点に大学

が連携することにより、若者の地元定着が

進むことを期待しています。

事
業
の
概
要

各
機
関
の
連
携


